2013年度の容器包装リサイクル法改正に向けた

「自治体議会意見書」の提出働きかけのお願い
　
全国でご一緒しているみなさまへ

いよいよ、私たちネットワークの目的である、容器包装リサイクル法の見直しが始まります。

2006年の法改正時には、当時の100万筆の国会請願署名が引き寄せた“中央環境審議会並びに産業構造審議会での「中間まとめ」までの論議”が、2005年10月の経団連の意見表明により振り出しに戻され、全く不十分な見直しに留まったことをご記憶の方もいらっしゃることかと存じます。

この劣勢を跳ね返すバネとなったのが、2011年8月31日の「容器包装リサイクル法を見直し、発生抑制と再使用を促進するための仕組みの検討を求める請願」の衆参両院での採択です。東日本大震災による津波被害と福島原発による放射能汚染の全貌が見通せない、全く不確かな時でしたが、まさしく市民の思いを国会に届けることができた瞬間でした。環境委員会での10年ぶりとなった請願採択の成果については、2011年10月25日、緊急院内集会『さあ、始めよう！―容リ法の役割分担の見直しー』を開催し、参加された市民のみなさんと共に、多くの国会議員や関連省庁の方々にアピールいたしました。
今年は、前回改正時の閣議決定で容リ法見直し年とされた2013年です。これから、容リ法の本格的な見直し論議が始まります。今度こそ、市民の望む法改正の実現を目指して、全国の市民の力を合わせてゆきましょう。まずは、見直し論議に全国からの思いを届けるため、自治体議会における意見書採択の働きかけを呼び掛けます。
これまで、3Ｒ全国ネット運営委員会では、2011年の国会請願採択の成果を踏まえ、容リ法改正市民案の検討を重ねて参りました。最新版につきましては、先ごろ「容リ法改正市民案（二次案）」としてみなさまにもご報告致したところです。かかる「容リ法改正市民案（二次案）」をもって、地方6団体（全国知事会、全国市長会、全国町村会、全国都道府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町村議会議長会）にアプローチしたところ、『地域からの意見書が提出されたほうが自治体団体としても動きやすいので、ぜひそのような取組みを進めてほしい』との意見がありました。
今後の各省庁での見直し審議や国会審議の時間軸を考えると、この意見書の各地方議会での採択月は9月から12月の定例会中が望ましい時期となります。短いスケジュールでの活動立ち上げは難しいかもしれませんが、今回の趣旨は署名の数を集めることが重要なのではなく、自治体議会で意見書が採択される結果にあります。従って、署名や陳情は一人でも構いませんし、自治体議員による議員提案による採択も可です。

可能な限り、多くの市区町村から意見書が採択されますよう、以下のとおり、各市区町村議会議員への働きかけにみなさまのご協力をお願いいたします。
2013年6月12日

容器包装の３Ｒを進める全国ネットワーク

　　　　　　　運営委員長　須田春海

副運営委員長　羽賀育子
記

1. 別紙を活用し、ご自分の市区町村の議会で意見書が採択されるよう、自治体議員に働きかけください。
(1) 請願でも、陳情でも、どちらでも構いません。多数の署名でなく、一人でも働きかけは可能です。

(2) 採択を働きかける自治体議会の開催月は、9月もしく12月でお願いします。

2. 自治体への働きかけを始められましたら、まず、3Ｒ全国ネット事務局までご一報ください。もちろん、採択が決まりましたら、必ず、ご連絡をお願いします。
以上

【問い合せ先】　容器包装の３Ｒを進める全国ネットワーク事務局
〒102-0082東京都千代田区一番町9-7　一番町村上ビル6F　Tel03-3234-3844　Fax03-3263-9463　
Email： reuse@citizens-i.org　URL： http://www.citizens-i.org/gomi0/
「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書」の採択を求める請願（陳情）
一　請願の趣旨

容器包装リサイクル法（「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」）は、リサイクルのための分別収集・選別保管を税負担で行うことになっているため、上位法である循環型社会形成推進基本法の3Ｒの優先順位に反して、リサイクル優先に偏っています。

このため、家庭から出されるごみ総排出量の減量は不十分で、環境によいリユース容器が激減し、リサイクルに適さない容器包装が未だに使われているのが社会の実態です。

根本的な問題は、自治体が税負担で容器包装を分別収集しているため、リサイクルに必要な総費用のうち約8割が製品価格に内部化されていないことにあります。このため、容器包装を選択する事業者には、真剣に発生抑制や環境配慮設計に取組もうとするインセンティブ（誘因）が働かず、ごみを減らそうと努力している市民には、負担のあり方について不公平感が高まっています。

今日、気候変動防止の観点からも、資源の無駄遣いによる環境負荷を減らすことは急務であり、デポジット制度の導入をはじめとした事業者責任の強化が不可欠となっています。ついては、私たちの社会が一日も早く持続可能な社会へ転換するため、下記の事項について請願致します。

ニ　請願事項

地方自治法第99条の規定に基づき、次の事項を基本とする『容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書』を、国会及び関係行政庁に提出すること。

1．容器包装の拡大生産者責任を強化し、リサイクルの社会的コストを低減するため、分別収集・選別保管の費用について製品価格への内部化を進めること。

2．レジ袋使用量を大幅に削減するため、有料化などの法制化について検討を進めること。

3．2Ｒの環境教育を強化し、リユースを普及するため、学校牛乳のびん化が促進されるように、様々な環境を整備すること。

（自治体名）議会議長　殿
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【取り扱い団体】

【問い合わせ先】　容器包装の3Ｒを進める全国ネットワーク　　ＴＥＬ03-3234-3844（市民立法機構気付）

【自治体議会意見書雛形】
容器包装リサイクル法を改正し、

発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書

容器包装リサイクル法（「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」）は、リサイクルのための分別収集・選別保管を税負担で行うことになっているため、上位法である循環型社会形成推進基本法の3Ｒの優先順位に反して、リサイクル優先に偏っています。

このため、家庭から出されるごみ総排出量の減量は不十分で、環境によいリユース容器が激減し、リサイクルに適さない容器包装が未だに使われているのが社会の実態です。

根本的な問題は、自治体が税負担で容器包装を分別収集しているため、リサイクルに必要な総費用のうち約8割が製品価格に内部化されていないことにあります。このため、容器包装を選択する事業者には、真剣に発生抑制や環境配慮設計に取組もうとするインセンティブ（誘因）が働かず、ごみを減らそうと努力している市民には、負担のあり方について不公平感が高まっています。

今日、気候変動防止の観点からも、資源の無駄遣いによる環境負荷を減らすことは急務であり、デポジット制度の導入をはじめとした事業者責任の強化が不可欠となっています。
よって、●●議会は、我が国の一日も早い持続可能な社会への転換を図るため、政府及び国に対し、以下のとおり、容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律を制定することを強く求めます。

記

1．容器包装の拡大生産者責任を強化し、リサイクルの社会的コストを低減するため、分別収集・選別保管の費用について製品価格への内部化を進めること。

2．レジ袋使用量を大幅に削減するため、有料化などの法制化について検討を進めること。

3．2Ｒの環境教育を強化し、リユースを普及するため、学校牛乳のびん化が促進されるように、様々な環境を整備すること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出します。

2013年●月●●日

●●議会議長

●●●●

（提出先）

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

環境大臣

経済産業大臣 

農林水産大臣 

厚生労働大臣

財務大臣 

消費者庁担当大臣

【参考資料】

・これまでの、3Ｒ全国ネットワーク賛同団体による、容リ法改正を目指した自治体議会へのアプローチで、同趣旨の自治体議会の意見書が採択されたのは以下の自治体です。
・自治体の議員は同じではないので100％確実ではありませんが、今回、3Ｒ全国ネットが呼びかける意見書の採択も、十分可能性の高い自治体と推定されますので、ぜひアプローチをお願いします。
・自治体議会は（選挙後であれば）、何度でも同趣旨の意見書を採択することができます。

【2009～2011年度】

●「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書」の採択を求める請願

●請願事項：地方自治法第99条の規定に基づき、次の事項を基本とする『容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書』を、国会及び関係行政庁に提出すること。

1．容器包装リサイクル法の役割分担を見直し、分別収集・選別保管の費用を製品の価格に内部化する。

2．リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）を促進するため、次のような様々な制度を法制化する。

①レジ袋など使い捨て容器の無料配布を禁止し、リユース容器の普及を促す。

②リサイクルできる分別収集袋やクリーニング袋等も、容器包装リサイクル法の対象に加える。

3．製品プラスチックのリサイクルを進める仕組みを新たに法制度化する。

【2011年9月9日までに請願、陳情など採択、可決された自治体と自治体首長から賛同署名の一覧です。（　　）は趣旨採択。】
	
	請願・陳情を採択
	首長の賛同

	北海道
	北広島市、恵庭市、岩見沢市、小樽市、当別町、石狩市
	石狩市長

	青森県
	青森市
	

	福島県
	会津若松市、福島市、郡山市、会津坂下町
	会津若松市長、会津坂下町長、

	山形県
	
	遊佐町長

	新潟県
	三条市、柏崎市、新発田市、小千谷市、十日町市、燕市、五泉市、上越市、佐渡市、魚沼市、 南魚沼市、阿賀町 
	南魚沼市長、柏崎市長

	栃木県
	下野市、宇都宮市、大田原市、那須塩原市、さくら市、日光市、（真岡市）
	下野市長、小山市長

	茨城県
	水戸市、ひたちなか市、常陸太田市、那珂市、笠間市、土浦市、牛久市、取手市、守谷市、竜ヶ崎市、つくばみらい市、利根町
	古河市長

	埼玉県
	嵐山町、北本市、日高市、蕨市、越谷市、上尾市、寄居町、鶴ヶ島市、飯能市、草加市、吉川市、朝霞市、所沢市、坂戸市、さいたま市、蓮田市、（熊谷市）
	三芳町長

	千葉県
	柏市、習志野市、我孫子市、船橋市、木更津市、野田市、佐倉市、袖ヶ浦市
	

	東京都
	小金井市、清瀬市、立川市、三鷹市、日野市、小平市、稲城市、多摩市、町田市、東村山市、狛江市、調布市、府中市、（品川区）、（荒川区）、（新宿区）
	日野市長

	山梨県
	北杜市、甲斐市、上野原市 
	

	静岡県
	富士宮市、浜松市、伊豆市、三島市、焼津市、御殿場市
	

	愛知県
	豊田市、東郷町、岡崎市、長久手町、みよし市、尾張旭市、日進市、豊明市
	

	奈良県
	生駒市
	生駒市長、奈良市長

	大阪府
	堺市、和泉市、大阪狭山市、吹田市
	尼崎市長、

	兵庫県
	川西市、尼崎市
	

	大分県
	
	津久見市長、九重町長

	福岡県
	
	大川市長、筑後市長　、大木町町長

	宮崎県
	
	綾町長


【2003～2004年度】
●表題：「容器包装リサイクル法の見直しを求める意見書」提出を求める請願署名
●請願事項：地方自治法第99 条の規定に基づき、次の事項を基本とする『容器包装リサイクル法の見直しを求める意見書』を、国会及び関係行政庁に提出すること。

1． 容器包装リサイクル法を改正し、収集・分別・保管の費用を製品の価格に含めること。

2． リデュース、リユース、リサイクルの優先順位で推進する、さまざまな手法を盛り込むこと。

◎北海道：札幌市、恵庭市、紋別市、阿寒町、石狩市、江別市、北広島市、岩見沢市、当別町、

◎青森県：青森市

◎秋田県：大潟村

◎岩手県：水沢市、北上市、一関市

◎石川県：金沢市

◎新潟県：上越市、長岡市、小千谷市、見附市、新潟市、三条市、小出町、岩室村、吉田町、加茂市、塩沢町、中之口村、小国町、十日町市、大和町、燕市、広神村、湯沢町、分水町、潟東村、月潟村、柏崎市

◎長野県：諏訪市、下諏訪町、東御市、千曲川市、岡谷市、富士見町、原村、茅野市、辰野町、箕輪町、伊那市、南箕輪村、飯田市、佐久市、豊丘村、駒ヶ根市、塩尻市、松本市、豊科町、長野市、坂城町、須坂市、高山村、上田市、丸子町、武石村、小諸市

◎栃木県：小山市、塩原町、鹿沼市、国分寺町、南河内町、宇都宮市、大田原市、黒磯市、氏家町、湯津上村、矢板市、高根沢町、西那須野町、今市市、黒羽町、那須町

◎茨城県：守谷市、龍ヶ崎市、つくば市

◎山梨県：田富町、甲府市、下部町、上野原町、忍野村、都留市、塩山市、双葉町、武川村、敷島町、韮崎市、昭和町、小淵沢町、高根町、長坂町、丹波山村、白州町、山梨市、鰍沢町、玉穂町、明野村、身延町、増穂町、勝沼町、御坂町、南アルプス市

◎埼玉県：狭山市、鶴ヶ島市、三郷市、川島町、深谷市、羽生市、八潮市、上尾市、東松山市、吉見町、入間市、熊谷市、寄居町、嵐山町、日高市、鳩山町、加須市、坂戸市、小川町、上福岡市、毛呂山町、越生町、川口市、鳩ヶ谷市、三芳町、所沢市、和光市、蕨市、草加市、越谷市、吉川市、春日部市、さいたま市

◎千葉県：千葉市、木更津市、印旛村、船橋市、八街市、柏市、佐倉市、浦安市、八日市場市、流山市、東金市、酒々井町、白井市、我孫子市、習志野市、旭市、印西市、本埜村、鎌ヶ谷市、市川市、

◎東京都：練馬区、目黒区、荒川区、豊島区、大田区、千代田区、渋谷区、台東区、板橋区、杉並区、葛飾区、品川区、北区、足立区、文京区、江東区、新宿区、墨田区、港区、中野区、世田谷区、立川市、小金井市、八王子市、府中市、三鷹市、稲城市、東村山市、東久留米市、調布市、瑞穂町、小平市、日野市、武蔵野市、清瀬市、多摩市、町田市、狛江市、国立市、武蔵村山市、国分寺市、西東京市、昭島市、東大和市

◎神奈川県：藤沢市、二ノ宮町、川崎市、座間市、鎌倉市、寒川町、海老名市、平塚市、横須賀市、大和市、綾瀬市

◎静岡県：浜松市、三島市、沼津市、長泉町、小山町、御殿場市、裾野市、芝川町、富士川町、焼津市、富士市、富士宮市、島田市、静岡市、由比町、蒲原町、藤枝市

◎愛知県：名古屋市、尾張旭市、立田村、春日井市、藤岡町、大府市、岡崎市、東郷町、音羽町、御津町、三好町、碧南市、日進市、一宮市、蒲郡市、津島市、豊田市、知立市、長久手町、岩倉市、扶桑町、幸田町、犬山市、小原村、下山村、半田市、西尾市、吉良町

◎岐阜県：八百津町、恵那市

◎京都府：向日市、京都市、京田辺市、木津町、宇治市、長岡京市、精華町、大山崎町

◎奈良県：生駒市、斑鳩町、河合町、御所市、天理市、大和郡山市、橿原市、広陵町、三郷町、王寺町、桜井市、奈良市、上牧町、川西町

◎兵庫県：神戸市、西宮市、宝塚市、尼崎市、三木市、川西市、猪名川町、三田市、芦屋市、加古川市、明石市、伊丹市、
◎大阪府：岸和田市、柏原市、和泉市、堺市、高石市、豊中市、大阪市、富田林市、大阪狭山市、貝塚市、能勢町、吹田市、寝屋川市、東大阪市、八尾市、枚方市

◎岡山県：倉敷市、赤坂町、山陽町、吉井町、熊山町、岡山市、芳井町、津山市、

◎香川県：庵治町、三木町、観音寺市、土庄町、池田町、豊中町、さぬき市、牟礼町、豊浜町、高松市、内海町、善通寺市、
◎島根県：松江市、出雲市、安来市、浜田市、益田市

◎鳥取県：米子市

◎山口県：宇部市、光市

◎福岡県：大木町、大刀洗町、福岡市、宗像市、北九州市、那珂川町、福間町、久留米市、津屋崎町、古賀市、杷木町、朝倉町、浮羽町、筑後市、三輪町

◎大分県：中津市、武蔵町、安岐町、三重町、臼杵市、津久見市、

◎熊本県：西合志町、熊本市、水俣市、菊池南部清掃組合議会

